
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
を

開
設
し
て
は

東
日
本
大
震
災
で
大
変
有
効
で

あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
を
、

災
害
時
の
災
害
情
報
の
伝
達
手
段
と

し
て
開
局
し
て
は
ど
う
か
。

災
害
時
に
市
独
自
の
放
送
局
と

し
て
開
設
で
き
る
臨
時
災
害
放
送
局

が
あ
る
。
課
題
も
あ
る
が
、
関
係
機

関
と
協
議
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

解
体
工
事
計
画
は

閉
鎖
さ
れ
4
年
が
過
ぎ
て
い

る
。
解
体
計
画
は
平
成
25
年
度
ま
で

と
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ
か
ら
工
事

を
始
め
る
の
か
。

議
会
や
地
域
に
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
中
で
、
で
き
る
だ
け
早
く

解
体
し
て
い
き
た
い
。

旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

跡
地
利
用
は

地
盤
が
強
固
な
場
所
な
の
で
、

災
害
時
、
現
状
の
災
害
対
策
本
部
が

機
能
不
全
に
な
っ
た
場
合
の
た
め
、

第
2
の
防
災
拠
点
と
し
て
防
災
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
し
た
ら
ど
う
か
。

消
防
署
庁
舎
の
建
て
替
え
等
も

含
め
た
中
で
、
こ
の
地
が
防
災
セ
ン

タ
ー
と
し
て
適
切
か
ど
う
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

戸
塚 

文
彦 

議
員

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
の
成
果
は

研
修
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
、

ど
の
よ
う
な
職
員
が
参
加
さ
れ
、
今

後
に
ど
う
生
か
す
の
か
。

防
災
や
福
祉
、
農
業
、
観
光
、

ま
ち
づ
く
り
等
に
携
わ
る
30
〜
40
代

の
35
人
を
派
遣
し
た
。
専
門
講
義

と
N
P
O
等
の
現
場
体
験
を
通
し
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
有
効
性
や
課

題
を
学
ん
だ
。
今
後
こ
う
し
た
職
員

が
、
住
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

推
進
の
牽
引
役
と
な
る
よ
う
成
果
を

生
か
し
た
い
。

「
防
災
士
」
を
ど
う
生
か
す
か

防
災
先
進
市
と
し
て
、
防
災
士

の
組
織
化
を
図
り
、
地
域
防
災
力
を

高
め
る
べ
き
で
は
。

現
在
市
内
に
1
7
3
人
の
防
災

士
が
い
る
。
個
々
の
情
報
交
換
や
防

災
力
強
化
の
た
め
、
今
後
、
組
織
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

多
重
債
務
者
救
済
で

滞
納
整
理
も

多
重
債
務
者
包
括
的
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
、
生
活
再
建
を
通

し
て
、
自
主
的
な
税
金
納
付
に
つ
な

げ
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

多
重
債
務
の
整
理
と
債
務
者
の

生
活
再
建
に
つ
い
て
は
、
市
税
や
公

共
料
金
の
一
元
化
や
債
務
者
と
の
信

頼
関
係
、
再
建
に
至
る
生
活
設
計
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。
先
進
事
例
も
研

究
し
て
い
き
た
い
。

田
中 

克
周 

議
員
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